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一
　
は
じ
め
に

阮グ
エ
ン
・
ズ
ー

攸
（N

guyễn D
u

、 
一
七
六
五
─
一
八
二
〇
）
は
、
一
八
世
紀
末
か
ら

一
九
世
紀
初
頭
頃
に
書
か
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
語
の
長
編
韻
文
詩
で
ベ
ト
ナ

ム
古
典
文
学
の
不
朽
の
名
作
『
翹
伝
』
の
作
者
で
あ
る
。
彼
は
、後
黎
朝
、

西
山
阮
朝
、
阮
朝
と
王
朝
が
三
度
も
入
れ
替
わ
っ
た
混
乱
期
に
約
一
五
年

の
隠
遁
生
活
を
送
っ
た
後
、
三
七
歳
で
、
西
暦
一
八
〇
二
年
に
興
っ
た
ベ

ト
ナ
ム
最
後
の
王
朝
、
阮
朝
に
仕
え
る
こ
と
と
な
る
。『
驩
州
宜
仙
阮
家

世
譜
』
の
阮
攸
に
関
す
る
記
述
に
基
け
ば
、
彼
は
西
暦
一
八
一
三
年
（
癸

酉
春
二
月
）
に
阮
朝
の
歳
貢
部
正
使
に
任
命
さ
れ
て
、
阮
朝
の
都
フ
エ
を

起
ち
、
当
時
の
中
国
清
朝
の
都
、
北
京
に
赴
き
、
一
八
一
四
年
（
甲
戌
夏

四
月
）
に
フ
エ
に
戻
っ
て
い
る

1
。
往
復
約
一
年
半
か
け
て
の
こ
の
北
使

の
旅
の
道
中
、
立
ち
寄
っ
た
名
所
旧
跡
で
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
出
来
事

が
あ
れ
ば
、
阮
攸
は
漢
詩
を
書
き
残
し
、
そ
の
漢
詩
は
詩
集
『
北
行
雑
録
』

（
ま
た
は
『
北
行
詩
集
』）
と
し
て
後
世
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
手

写
本
の
『
北
行
雑
録
』（
ハ
ノ
イ
漢
喃
院
所
蔵
、編
号A

.1494

。
以
下
、A.1494

本
と
呼
ぶ
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
阮
攸
の
北
使
の
旅
の
道
中
で
作
ら
れ

た
漢
詩
は
、
一
〇
九
題
、
一
三
二
首
を
数
え
る

2
。
そ
の
中
に
は
、「
梁

昭
明
太
子
分
経
石
台
」
の
よ
う
に
、
梁
武
帝
と
そ
の
子
の
昭
明
太
子
の
仏

教
に
対
す
る
無
理
解
を
辛
辣
に
批
判
し
つ
つ
、
禅
の
神
髄
を
見
事
に
描
い

阮
攸
の
北
使
経
路
の
再
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
平
宗
弘

た
詩
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
第
一
級
の
知
識
人
・
詩
人
と
し
て
の
才
能

が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
詩
が
多
く
含
ま
れ
る
。
彼
の

ベ
ト
ナ
ム
語
作
品
『
翹
伝
』
の
場
合
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
阮
攸
の
考
え

も
託
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
話
の
筋
は
中
国
明
末
清
初
の
青
心
才
子
（
あ

る
い
は
青
心
才
人
）
な
る
人
物
の
白
話
小
説
『
金
雲
翹
伝
』
を
ベ
ト
ナ
ム

語
の
韻
文
形
式
で
ほ
ぼ
忠
実
に
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
漢

詩
に
は
阮
攸
の
心
情
や
思
想
が
直
接
的
、
積
極
的
に
表
出
さ
れ
て
い
る
と

い
う
意
味
で
非
常
に
興
味
深
く
、
筆
者
に
と
っ
て
は
、
日
本
で
未
だ
進
ん

で
い
な
い
阮
攸
の
遺
し
た
全
漢
詩
作
品
の
考
察
と
紹
介
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
が
、
し
か
し
、
本
稿
で
こ
れ
か
ら
扱
う
主
題
は
、
阮
攸
の
漢
詩

の
内
容
考
察
で
は
な
く
、
そ
の
前
段
階
的
な
と
こ
ろ
に
留
ま
る
。
本
稿
で

行
う
の
は
、
阮
攸
が
当
時
の
鎮
南
関
で
中
越
国
境
を
越
え
て
、
中
国
に
入

り
北
上
し
て
清
の
都
北
京
に
到
り
着
き
、
大
陸
を
南
下
し
て
、
再
び
阮
朝

の
都
フ
エ
に
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
経
路
の
一
部
に
つ
い
て
の
再
考
察
、
再

検
討
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
研
究
で
推
定
さ

れ
、
そ
し
て
支
持
さ
れ
て
き
た
阮
攸
の
北
使
の
経
路
に
は
、
無
理
が
あ
る

よ
う
に
筆
者
に
は
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
経
路
の
推
定
の

無
理
あ
る
と
こ
ろ
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
問
題
と
な
る
地
点
で
の
阮

攸
の
漢
詩
を
筆
者
の
試
訳
で
紹
介
し
な
が
ら
、
筆
者
が
考
え
る
北
使
の
経

路
と
各
詩
の
執
筆
場
所
に
つ
い
て
、『
北
行
雑
録
』
手
写
本
に
お
け
る
各
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詩
の
配
列
と
中
国
の
地
理
志
に
基
い
て
提
示
し
て
い
き
た
い
。

二
　
阮
攸
は
臨
安
に
立
ち
寄
っ
た
の
か
？

ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
推
定
さ
れ
、
支
持
さ
れ
て
き
た
阮
攸
の
北
使
の
経
路

は
、
グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ホ
ア
ン
（
以
下
ホ
ア
ン
と
略
）
が
、
一
九
六
四

年
一
一
月
発
行
の
『
文
学
雑
誌
』
に
お
い
て
、
そ
の
翌
年
の
阮
攸
生
誕

二
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
た
め
に
彼
を
含
む
代
表
団
が
中
国
に
赴
き
資

料
収
集
し
た
結
果
を
報
告
し
た
「
中
国
に
お
い
て
新
た
に
収
集
で
き
た
阮

攸
に
関
す
る
幾
つ
か
の
資
料
の
紹
介
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
提
示
さ

れ
た
経
路
で
あ
る
。
ホ
ア
ン
に
よ
れ
ば
、
代
表
団
は
、
北
京
の
皇
史
宬
保

管
庫
に
お
い
て
、
阮
攸
の
旅
に
関
す
る
記
録
書
類
を
収
集
し
、
計
二
一
通

の
文
書
が
収
集
で
き
た
、
と
い
う
。
そ
の
文
書
と
は
、（
一
）
阮
朝
が
広

西
省
巡
撫
に
、
国
境
（
鎮
南
関
）
を
越
え
た
日
時
を
訪
ね
た
私
文
書
が
一

通
、（
二
）
阮
攸
が
阮
朝
へ
と
送
っ
た
旅
の
状
況
の
奏
上
文
が
二
通
、（
三
）

広
西
、
湖
南
、
湖
北
、
河
南
、
直
隷
の
各
省
の
巡
撫
と
総
督
と
が
往
路
と

帰
路
で
そ
れ
ぞ
れ
、
阮
攸
一
行
の
旅
の
状
況
を
清
の
皇
帝
に
送
っ
た
密
奏

文
書
が
一
八
通
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

3
。
現
在
、
北
京
で
収
集
し
（
複

写
し
て
？
）
ベ
ト
ナ
ム
へ
持
ち
帰
っ
て
き
た
と
い
う
そ
れ
ら
の
資
料
は
散

逸
し
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
そ
れ
ら
を
確
認
す
る
こ
と
は
残
念
な
が

ら
で
き
な
い
。
が
、
ホ
ア
ン
は
、
当
時
、
そ
れ
ら
の
文
書
に
基
づ
き
、
阮

攸
の
北
使
の
行
程
で
立
ち
寄
っ
た
中
国
国
内
の
地
点
と
日
付
を
次
の
よ

う
に
ま
と
め
て
い
る
。

癸
酉
四
月
六
日 

 

鎮
南
関
を
通
過

　
　
四
月
八
日 

        

寧
明
州
に
到
着

　
　
五
月
二
日 

        

梧
州
府
城
に
到
着

　
　
六
月
五
日 

        

広
西
省
蒞
、
桂
林
に
到
着

　
　
七
月
一
八
日 

        

全
州
か
ら
湖
南
省
蒞
、
長
沙
に
到
着

　
　
七
月
二
七
日 

        

湖
北
省
、
嘉
魚
県
に
到
着

　
　
八
月
九
日 

        

漢
口
を
出
発

　
　
八
月
二
二
日 

　
　  

河
南
省
安
陽
県
を
出
る

九
月
二
一
日     

　
　
　
直
隷
省
、
？
州
站trạm

 Tư-C
hâu

到
着

4
、

そ
の
後
、
保
定
を
通
過
し
て
北
京
に
上
る

　
一
〇
月
四
日 

        

北
京
に
到
着

　
一
〇
月
二
四
日 

        

北
京
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
く

一
一
月
二
日                  

直
隷
省
に
属
す
る
景
州
州
城
に
到
着
、
そ

                           

の
後
、
山
東
省
、
徳
州
を
過
ぎ
そ
し
て
安

徽
省
を
過
ぎ
て
湖
北
へ
下
る

　
一
一
月
一
二
日 

        

湖
北
省
武
昌
に
到
着

　
一
二
月
二
五
日 

        

湖
北
省
、
嘉
魚
県
か
ら
、
湖
南
省
、
臨
湘    

                                   

県
に
向
か
う

甲
申
一
月
三
〇
日 

        

湖
南
省
、
祁
陽
県
に
到
着

　
　
二
月
一
二
日 

        

広
西
省
、
全
州
に
到
着

　
　
閏
月
二
月
四
日 

        

広
西
省
、
桂
林
に
到
着

　
　
三
月
二
九
日 

        

鎮
南
関
を
通
過
し
帰
国

5

ホ
ア
ン
は
こ
の
よ
う
に
阮
攸
の
北
使
の
行
程
を
提
示
し
、
こ
れ
に
基
づ

け
ば
、
北
使
の
経
路
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
の
『
北
行
雑
録
』
各
詩
の
正
し

い
再
配
列
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
る
。
こ
こ
ま
で
は
ホ
ア
ン
が

依
拠
し
た
資
料
の
存
在
と
彼
の
解
読
・
訳
出
の
正
確
さ
を
信
頼
す
る
な
ら
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問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。

だ
が
、
問
題
が
生
じ
る
の
は
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。
ホ
ア
ン
は
「『
北
行

雑
録
』
に
は
阮
攸
が
浙
江
省
の
杭
州
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

詩
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
」6
、
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

地
図
①
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
杭
州
、
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
の
臨
安

は
、
ホ
ア
ン
ら
が
収
集
し
た
文
書
に
基
づ
き
推
定
さ
れ
た
上
記
の
経
路
か

ら
は
は
る
か
東
に
位
置
し
て
お
り
、
阮
攸
が
臨
安
に
立
ち
寄
っ
た
と
考
え

る
の
は
非
常
に
不
自
然
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ホ
ア
ン
は
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。「〔
北
京
、
皇
史
宬
で
収
集
し
た
〕
こ
の
文
書
集
に
は
、
安
徽
省

巡
撫
の
奏
上
文
が
欠
損
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
帰
路
で
安
徽
を
通
過
す

る
際
に
、
阮
攸
が
、
浙
江
省
の
杭
州
に
確
か
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
肯
定

し
う
る
た
め
の
資
料
が
私
た
ち
に
は
ま
だ
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
さ
ら
に

研
究
す
る
必
要
の
あ
る
詳
細
部
分
で
あ
る
」7
。
こ
の
言
葉
か
ら
は
、
ホ

ア
ン
自
身
も
、
阮
攸
が
臨
安
に
確
実
に
立
ち
寄
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
に

は
逡
巡
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

加
え
て
も
う
ひ
と
つ
、
不
自
然
な
こ
と
が
あ
る
。
間
も
な
く
祖
国
に
帰

国
し
よ
う
と
す
る
閏
月
二
月
上
旬
に
桂
林
で
書
い
た
と
推
測
さ
れ
る
、
阮

攸
の
北
使
一
団
が
阮
朝
皇
帝
に
奏
上
し
た
文
書
を
、
ホ
ア
ン
が
現
代
ベ
ト

ナ
ム
語
に
訳
し
て
前
述
の
レ
ポ
ー
ト
に
載
せ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
文
書

で
は
、「〔
一
一
月
〕
二
二
日
に
、
道
程
を
変
更
し
て
直
隷
、
山
東
、
安
徽
、

湖
北
の
各
省
を
行
き
広
西
へ
向
か
え
、
と
い
う
公
文
を
受
け
取
る
。
二
四

日
に
出
発
し
、
一
二
月
一
一
日
に
よ
う
や
く
省
城
武
昌
に
到
着
…
」8
と

記
さ
れ
て
い
る
。
が
、
そ
こ
に
は
、
臨
安
に
立
ち
寄
っ
た
と
は
一
言
も
書

い
て
お
ら
ず
、
中
国
の
公
文
で
、
山
東
─
安
徽
─
湖
北
の
経
路
を
辿
る
よ

う
指
示
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
公
の
使
節
が
勝
手
に
経
路
を
変
更
し
て

そ
の
道
中
で
臨
安
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
し
、
仮
に
臨
安

に
寄
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
朝
廷
へ
の
奏
上
文
に
記
し
て
い
な
い

と
い
う
の
も
お
か
し
い
。

そ
れ
で
も
、
阮
攸
が
臨
安
に
立
ち
寄
っ
た
の
だ
と
ホ
ア
ン
が
考
え
る
の

は
、「『
北
行
雑
録
』
に
は
阮
攸
が
浙
江
省
の
杭
州
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
詩
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。
ホ
ア
ン
は
、

阮
攸
が
臨
安
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
い
く
つ
か
の
詩
が
何
で

あ
る
か
は
具
体
的
に
は
述
べ
て
い
な
い
。
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
ホ
ア

ン
の
レ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、
現
代
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
の
『
北
行
雑
録
』
を
出

版
す
る
際
に
、
自
身
の
推
測
を
加
え
て
『
北
行
雑
録
』
手
写
本
の
各
詩
の

配
列
を
入
れ
替
え
た
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
訳
編
『
阮
攸
の
漢
詩
』（
以
下
、

ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
本
と
呼
ぶ
）9
、
お
よ
び
、
そ
の
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア

イ
ン
の
見
解
と
各
詩
の
配
列
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
つ
つ
若
干
の
修
正
を
加
え

た
マ
イ
・
ク
ォ
ッ
ク
・
リ
エ
ン
編『
阮
攸
全
集
』第
一
巻（
以
下
、マ
イ
・
ク
ォ
ッ

ク
・
リ
エ
ン
本
と
呼
ぶ
）10
に
基
づ
け
ば
、
阮
攸
が
臨
安
に
立
ち
寄
っ
た
と

地図①
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す
る
推
測
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
詩
が
何
で
あ
る
か
は
見
当
が
つ
く
。
そ

の
中
核
と
な
る
の
が
、「
岳が

く

武ぶ

穆ぼ
く

塋え
い

」、「
秦し

ん
か
い檜

像
」（
二
首
）、「
王
氏
像
」（
二

首
）
の
計
三
題
五
首
の
存
在
で
あ
る
。

臨
安
で
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
阮
攸
の
詩

い
ま
だ
日
本
で
は
訳
さ
れ
て
い
な
い
阮
攸
の
漢
詩
の
紹
介
も
兼
ね
て
、

以
下
に
そ
の
原
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
な

お
、
傍
線
は
、
引
用
者
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
説
明
を

加
え
る
。

岳が
く

武ぶ

穆ぼ
く

塋え

い

【
原
文
】 

 
          【

書
き
下
し
文
】

中
原
百
戦
出
英
雄  

中
原
の
百
戦

　
英
雄
を
出い

だ

す

丈
八
神
鎗
六
石
弓  

丈
八
の
神
鎗

　
六
石
の
弓

相
府
已
成
三
字
獄

　 

相
府

　
す
で
に
三
字
獄
成
れ
ど

軍
門
猶
惜
十
年
功

　 

軍
門

　
な
お
十
年
の
功
を
惜
し
む

江
湖
處
處
空
南
國

　 

江
湖

　
処
々
に
し
て

　
南
国
に
空む

な

し
く
す

松
栢
錚
錚
傲
北
風

　 

松
柏

　
錚そ

う
そ
う錚

と
し
て

　
北
風
に
傲お

ご

る

悵
望
臨
安
舊
陵
廟

 ①

　 

臨
安
の
旧
陵
廟
を
悵
望
せ
ば

栖
霞
山
在
暮
烟
中

 ②

　 

栖
霞
山
は
暮
烟
中
に
在
り

【
現
代
語
訳
】

一
丈
八
尺
（4m

5cm

）
の
神
鎗
と
六
石
（116.4kg

）
の
弓
を
も
っ
た
英
雄
、

岳
飛
（
一
一
〇
三
─
一
一
四
一
）
が
、
中
原
に
お
け
る
数
多
く
の
戦
い
の

中
で
、現
れ
た
。
相
府
〔
宰
相
が
政
務
を
と
る
役
所
〕
で
は
、秦
檜
の
「
莫

須
有
」（
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
と
い
う
讒
言
で
「
三
字
獄
」
と
後
に

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
冤
罪
が
成
立
し
、
岳
飛
は
捕
ら
え
ら
れ
た
。
だ
が

な
お
軍
門
で
は
十
年
間
の
彼
の
功
労
を
惜
し
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ

も
今
や
昔
の
こ
と
。南
国
の
川
や
湖
は
、皆
か
つ
て
の
南
宋
の
領
土
で
あ
っ

た
が
、
今
は
そ
れ
も
人
を
空
し
く
さ
せ
る
ば
か
り
だ
。
た
だ
、
松
柏
だ
け

は
北
風
に
対
し
て
屈
せ
ず
堂
々
と
し
て
い
る
。
臨
安
の
旧
陵
廟
に
寂
し
く

思
い
を
は
せ
れ
ば
、 

栖
霞
山
は
日
暮
れ
の
も
や
の
中
に
か
す
ん
で
い
る
。

秦し
ん
か
い檜

像

一【
原
文
】 

 
          【

書
き
下
し
文
】

殿
檜
何
年
椎
作
薪  

殿
の
檜
、
何
年
に
か
、
椎つ

い

し
て
薪
と
作な

せ
ど

却
来
依
傍
岳
王
墳

 ③ 

却か
え

っ
て
岳
王
墳
に
来
た
り
て
依
傍
す

是
非
盡
属
千
年
事  

是
非
は
尽
く
千
年
事
に
属
す

打
罵
何
傷
一
假
身  

打
罵
し
て
何
ぞ
一
仮
身
を
傷
つ
け
ん

如
此
錚
錚
真
鉄
漢

 ④ 

此
の
如
く
錚そ

う
そ
う錚

た
る
真
の
鉄
漢

奈
何
靡
靡
事
金
人  

奈い

か

ん何
ぞ

　
靡び

び靡
と
し
て
金
人
に
事つ

か

う

誰
云
於
世
無
功
烈  

誰
か
云
う
、
世
に
於
い
て
功
烈
無
し
と

萬
古
猶
能
惧
乱
臣  

万
古
、
な
お
能
く
乱
臣
を
惧お

そ

れ
し
む

【
現
代
語
訳
】

宮
殿
の
側
に
立
っ
て
い
た
檜
は
、
い
つ
の
頃
や
ら
、
切
り
倒
さ
れ
て
す
で

に
薪
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
に
、
同
じ
「
檜
」
の
字
を
名
に
持
つ

秦
檜
（
一
〇
九
〇
─
一
一
五
五
）
は
、
鉄
像
と
な
っ
て
、
岳
飛
の
墳
墓
の

側
に
や
っ
て
来
て
、
墳
墓
の
面
倒
を
見
て
い
る
。
物
事
の
是
非
は
、
も
と

も
と
千
年
に
渡
っ
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
鉄
で
で
き
た
秦
檜
像

を
打
ち
罵
っ
て
、
そ
の
仮
の
体
を
傷
つ
け
て
も
し
か
た
が
な
い
。
ま
さ
に
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屈
す
る
こ
と
の
な
い
鉄
の
男
で
あ
る
と
い
う
の
に
、
ど
う
し
て
、
な
よ
な

よ
と
金
国
の
者
ら
に
仕
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
秦
檜
に
こ
の
世
で
の
手
柄
が

な
か
っ
た
な
ど
と
誰
が
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
鉄
像
と
な
る
こ
と
で
い

つ
ま
で
も
秦
檜
は
、彼
の
よ
う
な
乱
臣
を
怖
が
ら
せ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

二【
原
文
】		


          【

書
き
下
し
文
】

格
天
閣
毀
玉
楼
残		

格
天
閣
は
毀
れ
、
玉
楼
は
残

そ
こ
な
われ

ど

猶
有
頑
皮
在
此
間

 ⑤	

な
お
、
頑
皮
は
此
の
間
に
有
り

一
世
死
心
懷
大
毒		
一
世
の
死
心
は
大
毒
を
懐
き

千
年
生
鉄
負
竒
冤

 ⑥	
千
年
の
生
鉄
は
奇
冤
を
負
う

獄
中
已
濺
生
前
血		

獄
中

　
す
で
に
生
前
の
血
を
濺そ

そ

ぎ

階
下
徒
誅
死
後
奸		

階
下

　
徒
ら
に
死
後
の
奸
を
誅
す

得
與
忠
臣
同
不
朽		

忠
臣
と
同
じ
く
不
朽
を
得
た
り

齊
天
竒
福
太
無
端		

斉
天
の
奇
福
、
太は

な
は

だ
端た

ん

無
し

【
現
代
語
訳
】

秦
檜
の
住
ん
で
い
た
楼
閣
で
あ
る
格
天
閣
は
壊
れ
、
立
派
な
御
殿
は
損
な

わ
れ
た
と
い
う
の
に
、
い
ま
も
な
お
、
鉄
像
と
な
っ
た
秦
檜
は
鉄
の
頑
丈

な
皮
を
も
っ
て
こ
こ
に
残
っ
て
い
る
。
秦
檜
は
生
前
に
は
ず
っ
と
変
わ
り

な
く
大
毒
を
含
み
持
っ
て
い
た
。
死
ん
で
か
ら
も
永
遠
に
存
続
し
続
け
る

鉄
の
塊
は
、
岳
飛
の
重
大
な
冤
罪
を
い
つ
ま
で
も
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

忠
臣
の
岳
飛
は
、
生
き
て
い
る
う
ち
か
ら
獄
中
で
血
を
流
し
た
。
今
は
、

墳
墓
の
階
下
の
、
す
で
に
死
ん
で
い
る
奸
臣
の
秦
檜
を
徒
ら
に
責
め
立
て

て
い
る
。
秦
檜
は
、忠
臣
の
岳
飛
と
同
じ
く
不
朽
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

天
に
も
等
し
い
ほ
ど
奇
妙
な
福
と
い
う
も
の
は
、
な
ん
と
も
不
条
理
な
も

の
だ
。

王
氏
像

一【
原
文
】		



　       【
書
き
下
し
文
】

舌
長
三
尺
更
何
為		

舌
長
、
三
尺
に
し
て
、
更
に
何
を
か
為
す
や

好
與
權
奸
備
唱
隨		

好
く
権
奸
と
備つ

ぶ
さ

に
唱
隨
す

後
患
正
殷
擒
虎
日		

後
患
、
正
に
擒き

ん

虎こ

の
日
よ
り
殷さ

か

ん
な
り

前
功
安
問
飲
龍
期		

前
功
、
安い

ず
く

ん
ぞ
飲
龍
の
期
を
問
わ
ん
や

一
生
心
迹
同
夫
婿		

一
生
の
心
迹
、
夫ふ

婿せ
い

と
同
じ
く

千
古
形
骸
辱
女
兒

 ⑦	

千
古
の
形
骸
、
女
兒
を
辱
し
む

底
事
想
来
莫
須
有		

底こ
の
こ
と事

想
い
来
た
る
は
、
莫
須
有

閨
中
私
語
更
誰
知		

閨
中
の
私
語
、
更
に
誰
か
知
ら
ん
や

【
現
代
語
訳
】

王
氏
は
、
三
尺
（67.5cm

）
の
長
い
能
弁
な
舌
で
何
を
し
よ
う
と
し
た
の

か
。
権
力
を
握
っ
た
奸
臣
の
秦
檜
と
一
緒
に
、
都
合
よ
く
夫
唱
婦
随
し
た

の
で
あ
る
。
王
氏
が
「
虎
を
捕
ま
え
る
の
は
簡
単
だ
が
、
虎
を
逃
が
す
の

は
難
し
い
」
と
秦
檜
に
進
言
し
た
日
か
ら
、
秦
檜
に
と
っ
て
岳
飛
を
後
々

の
患
い
と
見
な
す
考
え
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
そ
の
た
め
、
秦
檜
は
岳

飛
を
取
り
除
こ
う
と
決
意
し
た
。
も
は
や
、
岳
飛
が
金
の
都
の
黄
龍
を
突

破
し
た
ら
皆
と
痛
飲
し
よ
う
と
言
っ
て
奮
闘
し
た
と
き
の
功
績
な
ど
問
題

に
も
し
な
か
っ
た
。
一
生
涯
、
王
氏
の
心
は
夫
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
永
遠
に
残
る
鉄
像
の
姿
は
女
を
辱
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
戦

功
を
大
い
に
立
て
た
岳
飛
を
捕
ら
え
る
こ
と
と
な
っ
た
「
莫
須
有
」（
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
）
の
三
文
字
に
つ
い
て
よ
く
考
え
て
み
る
な
ら
、
寝
室
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———　文学の移動 / 移動の文学　———

で
王
氏
が
秦
檜
に
言
っ
た
言
葉
で
な
い
と
、一
体
誰
が
分
か
る
だ
ろ
う
か
。

（
実
は
「
莫
須
有
」
も
王
氏
が
秦
檜
に
吹
き
込
ん
だ
言
葉
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。）

二【
原
文
】 

 
          【

書
き
下
し
文
】

深
圖
密
算
勝
夫
君  

深し

ん

と図
密
算

　
夫
君
に
勝
り

應
是
晨
鷄
第
一
人  

ま
さ
に
是
れ

　
晨し

ん
け
い鷄

の
第
一
人
な
る
べ
し

不
爛
已
生
三
寸
舌  
爛た

だ

れ
ず
、
す
で
に
生
じ
き
、
三
寸
の
舌
を

　

純
綱
還
得
萬
年
身

 ⑧ 
純
綱
に
し
て
還か

え

っ
て
得
た
り
、
万
年
の
身
を

唱
隨
盡
道
應
無
悔  

唱
隨

　
道
を
尽
く
せ
ば
、
ま
さ
に
悔
い
無
か
る
べし

伎
倆
同
年
更
可
親  

伎
倆

　
同
年
に
し
て
、
更
に
親
し
む
べ
し

莫
道
女
兒
無
力
量  

女
兒
に
力
量
無
し
と
道い

う
莫
か
れ

也
曽
撼
破
岳
家
軍  

ま
た
曽
て
岳
家
の
軍
を
撼か

ん

破ぱ

し
た
れ
ば

【
現
代
語
訳
】

王
氏
の
深
く
よ
く
考
え
た
は
か
り
ご
と
、
緻
密
な
計
算
は
、
夫
の
秦
檜
に

勝
る
。
女
が
権
力
を
振
る
う
こ
と
を
指
し
て
「
雌
鶏
が
時
を
告
げ
る
」（
牝

雞
司
晨
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、そ
の
言
葉
の
よ
う
に
王
氏
は
ま
さ
に
、

権
力
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
女
性
の
第
一
人
者
だ
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
能

弁
の
三
寸
も
の
長
い
舌
は
爛
れ
る
こ
と
な
く
、
今
で
は
鉄
像
に
な
っ
て
、

か
え
っ
て
純
粋
な
鋼
鉄
で
作
ら
れ
た
永
遠
に
朽
ち
る
こ
と
の
な
い
体
を
得

た
。
秦
檜
と
の
夫
唱
婦
随
の
道
を
尽
く
し
た
の
だ
か
ら
、
悔
い
る
こ
と
な

ど
な
い
は
ず
だ
。
狡
猾
な
悪
巧
み
も
秦
檜
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
っ
た
が
た

め
に
、
な
お
一
層
親
し
く
な
れ
た
の
だ
。
女
に
力
量
が
な
い
な
ど
と
言
っ

て
は
い
け
な
い
。
王
氏
は
岳
飛
の
軍
を
震
撼
さ
せ
破
っ
た
の
だ
か
ら
。

執
筆
場
所
を
臨
安
と
す
る
根
拠

「
岳
武
穆
塋
」
す
な
わ
ち
宋
代
の
武
将
、
岳
飛
の
墓
が
、
浙
江
省
杭
州

西
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
こ
と
は
有
名
で
、
そ
れ
は
今
で
も
存
在
し
、
そ
の

墓
の
側
に
は
、
岳
飛
を
陥
れ
た
秦
檜
と
王
氏
二
人
が
後
ろ
手
に
縛
ら
れ
跪

か
さ
れ
た
姿
の
鉄
の
像
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
実
際
に
立
ち
寄
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
は
、「
岳
武
穆
塋
」
傍
線
①
に
、「
臨
安
」
と
い
う

地
名
が
見
え
、
傍
線
②
に
は
、
杭
州
西
湖
の
ほ
と
り
に
存
在
す
る
「
栖
霞

山
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
秦
檜
像
」、「
王
氏
像
」

と
い
う
漢
詩
の
題
名
そ
の
も
の
や
、「
秦
檜
像
」
第
一
首
の
傍
線
③
、
④
、

第
二
首
の
傍
線
⑤
、
⑥
、「
王
氏
像
」
第
一
首
の
傍
線
⑦
、
第
二
首
の
傍

線
⑧
の
よ
う
に
、
実
際
に
鉄
像
を
目
に
し
な
け
れ
ば
お
そ
ら
く
書
け
な
い

表
現
が
あ
る
か
ら
だ
。

『
北
行
雑
録
』
手
写
本
に
お
け
る
各
詩
の
配
列

だ
が
、
こ
こ
で
、
ハ
ノ
イ
の
漢
喃
院
所
蔵
の
『
北
行
雑
録
』
手
写
本
で

あ
るA

.1494

本
に
お
け
る
各
詩
の
配
列
を
確
認
し
て
み
る
と
、
阮
攸
が

臨
安
に
立
ち
寄
っ
た
と
す
る
考
え
に
対
し
て
疑
問
が
生
じ
ざ
る
を
得
な

い
。
一
三
ペ
ー
ジ
に
附
し
た
表
①
は
、A

.1494

本
に
収
録
さ
れ
て
い
る

各
詩
を
そ
の
順
番
通
り
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
各
詩
題
名
の
左
側
に
は

A
.1494

本
の
順
番
通
り
に
番
号
を
振
っ
た
。
各
詩
題
名
の
右
側
に
示
し

た
各
詩
の
執
筆
場
所
は
、
筆
者
が
各
詩
の
題
名
と
詩
の
中
で
言
及
さ
れ
て

い
る
地
名
、
そ
し
て
詩
に
言
及
さ
れ
て
い
る
場
所
と
中
国
の
地
理
書
と
を

対
照
さ
せ
、
執
筆
地
点
を
暫
定
的
で
は
あ
る
が
推
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

手
が
か
り
が
な
い
た
め
に
場
所
を
特
定
で
き
て
い
な
い
箇
所
は
空
欄
に

し
て
あ
る
。
本
稿
で
こ
れ
か
ら
検
証
し
て
い
く
詩
の
場
所
に
つ
い
て
は【
】
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で
囲
っ
て
あ
る
。「
？
」
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
ま
だ
か
な
り
不
確
実

な
推
測
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

実
は
、
一
九
六
五
年
出
版
の
レ
ー
・
ト
ゥ
オ
ッ
ク
／
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン

編『
阮
攸
の
漢
詩
』（
以
下
、レ
ー
・
ト
ゥ
オ
ッ
ク
／
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
本
と
呼
ぶ
）

冒
頭
に
附
さ
れ
た
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
に
よ
る
「
紹
介
の
こ
と
ば
」
に
お
い

て
も
、『
北
行
雑
録
』
各
詩
の
配
列
に
つ
い
て
、「
私
た
ち
は
、
こ
の
〔
阮

攸
の
〕
使
程
を
、
最
近
私
た
ち
の
派
遣
団
〔
前
述
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る
ホ
ア

ン
ら
の
代
表
団
〕
が
中
国
を
訪
問
し
て
発
見
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
地
図

上
で
辿
り
、
各
詩
篇
と
対
照
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
各
詩
の
配
列
の
仕
方
は
安

定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」11
と
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
の
言
葉
の
と
お
り
、
表
①
の
「
執
筆
地
点
」
を
追
っ
て
い
け
ば
分
か
る

よ
う
に
、各
詩
の
配
列
は
、昇
龍（
現
在
の
ハ
ノ
イ
）か
ら
中
越
国
境
を
越
え
、

広
西
省
か
ら
中
国
に
入
り
北
上
し
て
北
京
へ
向
か
う
往
路
と
は
、
か
な
り

対
応
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
①
の
1
番
〜
80
番
）。
81
番
の
「
偃
城

岳
武
穆
班
師
処
」
に
つ
い
て
は
、
配
置
が
経
路
と
は
か
な
り
前
後
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
前
の
「
麒
麟
墓
」
の
最
後
の
句
の
末
尾
に
少

し
空
白
を
空
け
て
「
補
遺
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
お
り

12
、
こ
の
「
補
遺
」

は
「
偃
城
岳
武
穆
班
師
処
」
の
こ
と
を
指
す
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
影

印
①
を
参
照
）。
ま
た
、
帰
路
に
関
し
て
は
、
そ
の
道
程
と
各
詩
の
配
列

に
は
か
な
り
対
応
の
乱
れ
も
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
後
ほ
ど
論
じ
た
い
。

こ
こ
ま
で
確
認
し
た
上
で
注
目
し
た
い
の
が
、
手
写
本
の
中
で
の
、「
岳

武
穆
塋
」、「
秦
檜
像
」、「
王
氏
像
」
の
配
置
場
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩

の
前
後
に
置
か
れ
た
詩
（
表
①
の
62
番
〜
71
番
）
の
書
か
れ
た
場
所
を
確

認
す
る
と
、「
岳
武
穆
塋
」
の
前
に
は
、
河
南
省
の
衛
輝
府
（「
比
干
墓
」）、

衛
州
（「
阻
兵
行
」）、
湯
陰
県
（「
嵇
侍
中
祠
」）
で
書
か
れ
た
詩
が
置
か
れ
、

「
王
氏
像
」の
後
に
は
、河
北
省
の
鄴
、今
の
磁
県
付
近
で
書
か
れ
た
詩（「
銅

雀
台
」、「
七
十
二
疑
冢
」）、
邯
鄲
で
書
か
れ
た
詩
（「
藺
相
如
故
里
」、「
邯
鄲

即
事
」）
が
続
い
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
往
路
の
道
程
と
各
詩
の

配
列
順
が
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
、「
岳
武
穆
塋
」
他
五
首
は
、

北
使
行
程
の
往
路
で
、
河
南
省
と
河
北
省
の
間
で
書
か
れ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
推
測
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
中
国
の
地
理
書
で
確
認
し
て
み
る
と
、『
明
一
統
志
』
巻

二
十
八
に
は
「
岳
飛
廟

在
湯
隂
縣
治
西
南
飛
宋
將
本
朝
建
賜
額
精
忠
」

と
い
う
記
載
が
あ
り
、
同
頁
に
は
「
嵇
紹
廟

在
湯
隂
縣
西
南
」
と
い
う

記
載
も
あ
る

13
。
こ
の
「
嵇
紹
廟
」
が
「
嵇
侍
中
祠
」
と
同
じ
だ
と
す
る

な
ら
、
阮
攸
が
立
ち
寄
っ
た
嵇
侍
中
祠
に
近
い
地
点
に
岳
飛
廟
が
あ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。
河
南
省
北
部
に
位
置
す
る
こ
の
湯
陰
県
は
、
岳
飛
の

出
生
地
で
あ
り
、
そ
の
出
生
地
に
廟
が
建
立
さ
れ
祭
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

影印①
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表①
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ま
た
、
西
湖
の
ほ
と
り
の
岳
飛
墓
に
付
近
に
置
か
れ
て
い
る
秦
檜
像
、

王
氏
像
を
肉
眼
で
目
に
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
詩
は
書
け
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
臨
安
に
寄
っ
た
こ
と
の
証
拠
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、「
秦
檜
像
」
と
「
王

氏
像
」
の
表
現
は
、
阮
攸
が
実
際
に
見
て
自
ら
の
思
い
を
詩
に
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
秦
檜
と
王
氏
の
鉄
像
は
、
西
湖
の
岳
飛
墓
だ
け
で

は
な
く
、
河
南
省
湯
陰
県
の
岳
飛
廟
に
も
存
在
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
こ

と
は
、
阮
攸
よ
り
も
少
し
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
一
八
二
五
年
の
北
使
の

一
団
に
随
行
し
た
黄
碧
山
が
書
い
た
詩
集
『
北
遊
録
』
の
中
の
、「
過
湯

隂
縣

　
岳
武
穆
故
里
」
と
題
す
る
詩
の
前
書
き
に
「
邑
在
縣
城
中
、
今
建

為
庙
、
庙
外
有
鐵
像
五
、
即
秦
桧
夫
婦
張
俊
夏
候
卨
雕
見
各
封
于
跪
伏
階

下
」14
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
も
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
西
湖
の
岳
飛
墓
に
立
ち
寄
ら
ず
、
河
南
省
湯
陰
県
の
岳
飛

廟
に
阮
攸
が
寄
っ
た
の
だ
と
し
て
も
、
秦
檜
、
王
氏
の
鉄
像
を
実
際
に
目

に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
、『
明
一
統
志
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
岳
飛
の

生
ま
れ
故
郷
に
建
て
ら
れ
た
「
廟
」
で
あ
っ
て
、「
墓
」
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
は
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
生

ま
れ
故
郷
の
岳
飛
廟
を
阮
攸
は
あ
く
ま
で
墓
と
考
え
て
い
て
、
そ
し
て
、

臨
安
に
あ
る
岳
飛
墓
に
も
思
い
を
馳
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者

は
考
え
る
。

そ
れ
か
ら
、
漢
詩
「
岳
武
穆
塋
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句
に
も
注
目

し
た
い
。
レ
ー
・
ト
ゥ
オ
ッ
ク
／
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
本
の
「
岳
武
穆
塋
」

の
註
釈
で
は
、
先
に
挙
げ
た
傍
線
②
の
「
栖
霞
」
に
つ
い
て
、「
浙
江
省
、

杭
州
の
あ
る
山
の
名
。
山
の
麓
に
は
岳
飛
の
墓
が
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
続
け
て
、「
第
七
句
『
悵
望
臨
安
舊
陵
廟
』
に
依

拠
し
て
、
阮
攸
は
臨
安
に
行
っ
て
い
な
い
、
と
言
う
者
が
い
る
。
遠
く
に

立
っ
て
眺
め
る
か
ら
こ
そ
、『
望
』
と
言
え
る
の
だ
」15
と
書
き
添
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
六
年
出
版
の
マ
イ
・
ク
ォ
ッ
ク
・
リ
エ
ン
本
を

元
に
阮
攸
生
誕
二
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
二
〇
一
五
年
に
出
版
さ
れ
た

マ
イ
・
ク
ォ
ッ
ク
・
リ
エ
ン
／
ヴ
ー
・
ト
ゥ
ア
ン
・
サ
ン
訳
註
の
『
阮
攸

全
集
』
第
二
巻
で
も
、
新
た
に
傍
線
①
の
「
臨
安
」
に
註
が
附
さ
れ
、「
臨

安: 

銭
塘
江
上
に
あ
る
南
宋
の
都（
今
日
の
杭
州
）。こ
の
文
の
意
味
に
従
っ

て
考
え
る
な
ら
、
阮
攸
は
臨
安
に
行
っ
て
は
お
ら
ず
、『
悵
望
』
と
い
う

よ
う
に
、
遠
く
に
立
っ
て
眺
め
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」16
と
書
き
加
え
ら

れ
て
い
る
。
確
か
に
、西
湖
の
ほ
と
り
の
岳
飛
の
墓
の
す
ぐ
前
に
立
っ
て
、

「
悵
望
」
と
は
た
し
て
言
え
る
の
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
阮
攸

の
別
の
漢
詩
集
『
清
軒
詩
集
』
所
収
の
「
秋
夜
」（
二
）
に
は
、「
千
里
江

山
頻
悵
望
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
、
こ
の
場
合
の
「
悵
望
」
は
明
ら
か

に
遥
か
彼
方
を
見
遣
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

17
。
こ
れ
と
同
様
、「
岳

武
穆
塋
」
の
「
悵
望
」
も
、は
る
か
遠
方
か
ら
彼
方
の
臨
安
の
方
を
見
遣
っ

て
、
栖
霞
山
も
到
底
見
え
な
い
情
景
を
描
い
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う
が
妥

当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

三
　
帰
路
で
の
そ
の
他
の
詩
の
執
筆
地
点
の
再
考
察

阮
攸
は
臨
安
に
立
ち
寄
っ
て
は
お
ら
ず
、北
使
の
往
路
の
河
南
省
で「
岳

武
穆
塋
」
他
の
詩
を
書
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
上
述
の
仮
説
が
正

し
い
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
で
の
先
行
研
究
で
考
え
ら
れ
て

き
た
『
北
行
雑
録
』
の
い
く
つ
か
の
詩
の
執
筆
場
所
も
修
正
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
に
、
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
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本
に
お
い
て
も
、
マ
イ
・
ク
ォ
ッ
ク
・
リ
エ
ン
本
に
お
い
て
も
、A

.1494
本
所
収
の
各
詩
の
配
置
が
、
彼
ら
の
推
測
す
る
限
り
で
の
北
使
の
行
程
に

沿
う
よ
う

18
、
つ
ま
り
阮
攸
が
臨
安
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
た

経
路
に
沿
う
よ
う
、「
岳
武
穆
塋
」、「
秦
檜
像
」、「
王
氏
像
」
に
加
え
て

そ
の
他
い
く
つ
か
の
詩
を
並
べ
替
え
て
い
る
の
だ
が
、
臨
安
に
立
ち
寄
っ

た
こ
と
が
な
い
と
す
る
な
ら
、
並
べ
替
え
ら
れ
た
そ
の
他
の
詩
の
執
筆
場

所
の
推
測
も
誤
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
特
に
問
題
と
な
る
の
が
「
周
郎
墓
」、「
梁
昭
明
太
子
分
経

石
台
」、「
五
祖
山
道
中
」
の
三
首
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
首
は
、ダ
オ
・
ズ
イ
・

ア
イ
ン
本
で
は
「
岳
武
穆
塋
」
の
前
に
上
記
の
順
で
配
置
さ
れ
直
し
て
お

り
、
マ
イ
・
ク
ォ
ッ
ク
・
リ
エ
ン
本
で
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
以
下

に
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
詩
に
つ
い
て
原
文
と
筆
者
の
試
訳
で
紹
介
し
、
続

い
て
各
詩
の
執
筆
場
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
再
検
証
し
て
い
く
。

「
周
郎
墓
」
の
所
在
地

詩
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

周
郎
墓

【
原
文
】  
                【

書
き
下
し
文
】

燒
盡
曹
家
百
萬
兵 

　
　
曹
家
の
百
万
兵
を
焼
き
尽
し

丈
夫
差
足
慰
平
生 

　
　
丈
夫
、
平
生
を
慰
む
る
に
差や

や

足
る

同
年
交
誼
聯
孫
策 

　
　
同
年
の
交
誼
、
孫
策
に
聯つ

ら

な
り

一
世
知
音
得
孔
明 

　
　
一
世
の
知
音
、
孔
明
を
得
た
り

瓦
礫
吳
宮
荒
帝
業 

　
　
瓦
礫
の
呉
宮
、
帝
業
を
荒
ら
す

荊
蓁
古
墓
尚
雄
名

　
　
　
　
　
荊

い
ば
ら

蓁し
げ
りり

た
る
古
墓
に
、
尚
、
雄
名
あ
り

二
喬
香
骨
藏
何
所 

　
　
二
喬
の
香
骨
、
何い

ず

こ処
に
か
蔵か

く

す

眼
見
銅
臺
半
已
傾 

　
眼
に
見
た
り
、
銅
台
半
ば
す
で
に
傾
く
を

【
現
代
語
訳
】

赤
壁
の
戦
い
で
曹
操
の
百
万
の
兵
を
焼
き
尽
く
し
た
才
能
優
れ
た
立
派
な

武
将
で
あ
る
周
瑜
（
一
七
五
─
二
一
〇
）
は
、
心
残
り
が
ほ
ぼ
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
。
孫
策
と
同
い
年
で
深
く
親
し
み
、
生
涯
の
親
友
に
は
孔
明
が

い
た
。
か
つ
て
の
呉
の
宮
殿
は
瓦
礫
と
な
り
、
呉
の
皇
帝
の
行
っ
た
事
業

は
荒
廃
し
た
も
の
の
、
い
ば
ら
が
生
い
茂
っ
た
古
い
墓
の
上
に
は
英
雄
の

名
が
今
で
も
残
さ
れ
て
い
る
。
二
人
の
喬
の
美
人
姉
妹
（
大
喬
は
孫
策
の

妻
、
小
喬
は
周
瑜
の
妻
）
の
香
り
高
き
骨
は
ど
こ
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
曹
操
が
大
喬
小
喬
の
姉
妹
を
捕
ら
え
て
住
ま
わ
せ
よ
う
と
し

た
（
と
諸
葛
孔
明
が
周
瑜
に
吹
き
込
ん
だ
）
銅
雀
台
は
す
で
に
半
分
傾
い

て
い
る
の
を
私
は
目
に
し
た
が
。

ま
ず
、
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
本
で
の
詩
の
配
置
を
確
認
す
る
と
、「
徐

州
夜
」、「
亜
父
墓
」
と
き
て
、そ
の
次
に
「
周
郎
墓
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
「
周
郎
墓
」
の
註
で
は
、「
周
郎
の
墓
は
、
確
か
に
、
建
業
す
な
わ

ち
南
京
に
あ
る
」19
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ

ン
に
よ
る
阮
攸
の
北
使
経
路
の
推
定
で
は
、「
孔
子
の
故
郷
で
あ
る
曲
阜

と
、
孟
子
の
故
郷
で
あ
る
鄒
県
を
経
て
、
江
蘇
省
に
入
り
、
徐
州
と
南
京

に
到
る
」20
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
亜
父
」
す
な
わ
ち
笵
増
の
墓
は
、
江
蘇

省
徐
州
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
阮
攸
が
徐
州

で
「
徐
州
夜
」
と
「
亜
父
墓
」
を
書
き
、
そ
の
後
、
南
京
に
到
っ
て
「
周

郎
墓
」
を
書
い
た
の
だ
、
と
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
は
考
え
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

だ
が
、『
明
一
統
志
』
巻
十
四
に
は
、
安
徽
省
の
廬
江
県
と
宿
松
県
に
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「
周
瑜
墓
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に
阮
攸
が
立

ち
寄
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
阮
攸
は
江
蘇
省
の
南
京
に
行
か
ず
、
徐
州
か
ら

安
徽
に
入
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
梁
昭
明
太
子
分
経
石
台
」
の
所
在
地

詩
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
前
号
、
十
九
号
の
拙
論
に
載
せ
て
あ

る
の
で
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い

21
。

ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
は
「
梁
昭
明
太
子
分
経
石
台
」（
以
下
、「
石
台
」

と
略
）
の
場
所
が
ど
こ
で
あ
る
か
は
、
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
が
、
周
瑜

の
墓
が
南
京
に
あ
る
と
し
、
そ
し
て
、「
祖
山
」（
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン

本
で
は
「
五
祖
山
」
で
は
な
く
「
祖
山
」
と
な
っ
て
い
る
）
に
つ
い
て
は
こ

の
後
で
触
れ
る
よ
う
に
、
杭
州
の
北
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
間
に
配
置
さ
れ
た
「
石
台
」
の
所
在
地
は
、
南
京
か
杭
州
、
あ

る
い
は
両
地
点
の
間
あ
た
り
に
あ
る
と
彼
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
予
想

が
つ
く
。
か
つ
て
の
南
朝
の
梁
の
都
建
業
は
、現
在
の
南
京
で
あ
る
の
で
、

ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
は
南
京
が
「
石
台
」
の
場
所
だ
と
考
え
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
中
国
の
地
理
書
で
確
認
す
る
と
、『
浙
江
通
志
』

巻
四
十
の
「
杭
州
府
」
の
と
こ
ろ
で
、「
分
經
臺

　
天
目
山
志
在
東
天
目

即
梁
昭
明
分
梵
本
金
剛
經
處
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、ま
た
『
武
林
梵
志
』

巻
六
に
も
、
昭
明
太
子
の
「
分
経
台
」
が
臨
安
の
東
天
目
寺
の
説
明
の
中

に
「
分
經
臺
即
昭
明
分
金
剛
經
處
」
と
い
う
記
述
が
確
認
で
き
る
。
ダ
オ
・

ズ
イ
・
ア
イ
ン
は
阮
攸
が
臨
安
に
寄
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
の
で
、
こ

の
東
天
目
寺
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
手
写
本
で
の
「
石
台
」
の
配
置
場
所
を
確
認
し
て
み
る
と
、
安

徽
省
で
書
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
「
潜
山
道
中
」、「
桃
花
潭
李
青
蓮
旧

跡
」、「
桃
花
駅
道
中
」
の
後
に
、「
石
台
」
が
続
き
、「
石
台
」
の
後
に
は
、

湖
北
省
で
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
西
河
駅
」、「
所
見
行
」、「
黄
梅
山

上
村
」
が
続
い
て
い
る
（
表
①
の

101
番
〜

107
番
。「
西
河
駅
」
の
場
所
に
つ
い

て
は
第
四
節
で
あ
ら
た
め
に
考
察
す
る
）。
も
し
、
こ
れ
ら
の
詩
の
配
置
が

北
使
の
行
程
に
沿
う
も
の
だ
と
し
た
ら
、「
石
台
」
は
安
徽
省
か
湖
北
省

の
い
ず
れ
か
で
書
か
れ
た
と
予
想
で
き
る
。
そ
し
て
、『
江
南
通
志
』
巻

三
十
四
に
は
「
分
經
臺
在
宿
松
縣
北
五
十
里
有
石
高
百
餘
丈
梁
昭
明
太
子

分
金
剛
經
於
此
宋
嘉
泰
間
建
法
華
亭
」
と
い
う
記
述
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
宿
松
県
は
、
安
徽
省
の
南
部
、
潜
山
県
の
西
隣
に
位
置
し
て
い
る
。
阮

攸
の
立
ち
寄
っ
た
「
石
台
」
が
、
も
し
こ
の
宿
松
県
の
も
の
な
ら
ば
、
南

京
あ
る
い
は
臨
安
に
阮
攸
が
立
ち
寄
ら
な
く
て
も
す
む
し
、
ま
た
手
写
本

の
配
列
に
も
適
う
と
考
え
ら
れ
る
。

「
五
祖
山
道
中
」
の
執
筆
地
点

詩
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
祖
山
道
中

【
原
文
】			


      【

書
き
下
し
文
】

楓
樹
林
中
風
亂
吹	

　
　
楓ふ

う
じ
ゅ樹

、
林
中
に
風
は
乱
れ
吹
き

驚
沙
作
雨
上
征
衣	

　
　
驚
沙
、
雨
と
作な

り
、
征
衣
に
上あ

が
る

蕭
蕭
枯
草
路
一
線	

　
　
蕭
蕭
た
る
枯
草
、
路
の
一
線

寂
寂
斜
陽
山
四
圍	

　
　
寂
寂
た
る
斜
陽
、
山
の
四
圍

去
日
両
河
初
習
戰	

　
　
去
日
の
両
河
、
初
め
て
習
戦
す

紆
途
千
里
正
思
歸	

　
　
紆う

と途
の
千
里
、
正
に
帰
る
を
思
う

皤
皤
白
髮
紅
塵
路	

　
　
皤ば

ん
ば
ん皤

た
る
白
髪
、
紅
塵
の
路

日
暮
豋
高
悲
莫
悲	

　
　
日
暮
の
登
高
、
悲
し
む
よ
り
悲
し
み
は
莫な

し
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【
現
代
語
訳
】

楓
樹
の
林
の
中
で
は
、
風
が
み
だ
り
に
吹
い
て
い
る
。
風
に
吹
か
れ
て
舞

い
立
つ
砂
は
、
旅
服
の
上
に
降
る
雨
の
よ
う
だ
。
一
本
道
で
は
、
枯
れ
草

が
も
の
寂
し
い
音
を
立
て
て
い
る
。
四
方
の
山
に
、
さ
び
し
く
斜
陽
が
差

し
て
い
る
。（
北
使
の
往
路
で
）
前
に
、
両
河
の
地
、
す
な
わ
ち
河
南
と

河
北
で
は
、（
白
蓮
教
徒
の
内
乱
が
起
こ
り
）、
軍
は
戦
い
の
訓
練
を
し
始

め
た
。（
そ
の
た
め
、
帰
路
は
迂
回
の
道
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
迂
回
の
）
千
里
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
に
、
帰
郷
の
思
い
が
募
る
。
紅

塵
の
路
に
、
ま
っ
白
い
髪
が
な
び
い
て
い
る
。
日
暮
れ
に
、
高
い
山
に
登

れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
悲
し
い
も
の
は
な
い
。

ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
本
で
は
題
名
は
「
祖
山
道
中
」
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
「
祖
山
」
に
つ
い
て
、「
虎
林
山
、
武
林
と
も
呼
び
、
浙
江
省
、
杭

州
の
北
側
に
あ
る
、
杭
県
に
属
す
る
」
と
註
を
記
し
て
い
る

22
。
確
か
に
、

祖
山
は
、
杭
州
の
北
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、A

.1494

本
を
確
認
し
て

み
る
と
、
そ
の
題
名
は
「
祖
山
道
中
」
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
「
五
祖
山

道
中
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
影
印
②
を
参
照
）23
。
実
は
、
レ
ー
・
ト
ゥ
オ
ッ

ク
／
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
本
か
ら
す
で
に
題
名
は
「
祖
山
道
中Tổ Sơn 

Đ
ạo Trung

」
と
な
っ
て
お
り
、ど
う
い
う
理
由
か
は
定
か
で
な
い
が
「
五

N
gũ

」
の
文
字
が
抜
け
て
い
る

24
。
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
本
で
も
、
註

で
の
説
明
な
ど
は
一
切
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
彼
の
場
合
は
、

レ
ー
・
ト
ゥ
オ
ッ
ク
／
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
本
の
「
五
」
の
字
の
脱
落
に
気

付
か
な
い
ま
ま
そ
れ
を
参
照
し
た
か
、
あ
る
い
は
自
ら
が
推
測
し
た
経
路

に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
そ
し
て
杭
州
の
北
に
「
祖
山
」
と
い
う
山
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
た
め
に
、
手
写
本
の
「
五
祖
山
」
の
「
五
」

の
字
を
誤
り
と
見
な
し
、
削
除
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
マ
イ
・
ク
ォ
ッ
ク
・
リ
エ
ン
本
で
も
、
お
そ
ら
く
ダ
オ
・
ズ
イ
・

ア
イ
ン
本
を
踏
襲
し
て
、
詩
の
題
名
は
「
祖
山
道
中
」
で
、
註
に
は
「
祖

山
：
浙
江
省
杭
州
の
北
側
に
あ
る
山
陵
地
帯
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
手
写

本
の
「
五
」
の
字
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
言
及
し
て
い
な
い

25
。

だ
が
、
こ
の
五
祖
山
と
は
、
禅
宗
の
五
祖
弘
忍
が
か
つ
て
い
た
と
さ
れ

る
場
所
で
あ
り
、『
明
一
統
志
』
巻
六
十
一
に
は
「
五
祖
山
在
黄
梅
縣
東

北
三
十
里
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、『
湖
廣
通
志
』
巻
八
に
も
、
黄
梅
県

の
項
で
「
五
祖
山
縣
東
北
二
十
五
里
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
実
際
に
「
五

祖
山
」
と
い
う
山
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
手
写
本
で
の
「
五
祖
山
道
中
」

の
配
置
を
確
認
す
る
と
、「
安
徽
道
中
」、「
亜
父
墓
」、「
周
郎
墓
」
の
次

に
「
五
祖
山
道
中
」
が
き
て
、
そ
の
後
は
、
湖
北
省
で
書
い
た
と
考
え
ら

れ
る
「
広
済
記
勝
」、「
途
中
偶
興
」、「
黄
州
竹
楼
」
が
続
い
て
い
る
（
表

①
の
91
番
〜
97
番
）。
先
の
筆
者
の
推
測
の
よ
う
に
、「
周
郎
墓
」
が
安
徽

省
の
廬
江
県
か
宿
松
県
に
あ
り
、「
石
台
」
が
安
徽
省
宿
松
県
に
あ
る
の影印②
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で
あ
れ
ば
、
安
徽
省
南
部
か
ら
西
に
進
み
、
湖
北
省
に
入
っ
て
す
ぐ
の

と
こ
ろ
に
あ
る
黄
梅
県
で
五
祖
山
を
過
ぎ
、
そ
し
て
広
済
（
現
在
の
武
穴
）

に
行
っ
た
、
と
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

帰
路
の
各
詩
の
配
置
に
つ
い
て

前
に
、
帰
路
の
各
詩
の
配
列
と
場
所
と
の
対
応
は
乱
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
と
書
い
た
が
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
注
目
し
た
い
の
は
、
表
①
の
82
番
、
お
そ
ら
く
帰
路
の
最
初
の
詩

で
あ
る
、A

.1494

本
で
「
東
路
十
七
首
」
と
い
う
題
名
の
つ
い
た
詩
で

あ
る
。
こ
の
題
の
も
と
に
は
一
首
し
か
存
在
し
な
い
の
で
、
こ
れ
を
第
一

首
と
し
て
、
以
下
の
詩
を
順
に
追
い
、
途
中
の
「
楚
霸
王
墓
」
は
二
首
含

ま
れ
て
い
る
の
で
第
五
、六
首
と
数
え
な
が
ら
、
十
七
首
を
数
え
て
み
る

と
、 

97
番
の
「
黄
州
竹
楼
」
が
第
十
七
首
に
当
た
る
。
そ
し
て
、「
東
路

十
七
首
」か
ら「
黄
州
竹
楼
」ま
で
が
書
か
れ
た
場
所
を
見
て
み
る
と
、「
周

郎
墓
」
が
安
徽
省
に
あ
る
も
の
だ
と
す
る
な
ら
、
一
部
91
番
と
92
番
の
よ

う
に
経
路
の
順
が
お
か
し
く
見
え
る
も
の
も
あ
る
も
の
の
、
お
お
よ
そ
、

山
東
省
か
ら
江
蘇
省
徐
州
に
南
下
し
、
安
徽
省
に
入
っ
て
安
徽
省
南
部
か

ら
湖
北
省
に
入
る
と
い
う
、
阮
攸
が
受
け
た
中
国
側
の
公
文
の
ほ
ぼ
指
示

通
り
の
道
程
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
、「
黄
州
竹
楼
」
の
次
に
来
る
詩
、
98
番
「
栄
啓
期
拾
穂
処
」
か

ら
最
後

109
番
の
「
舟
発
」
ま
で
の
執
筆
地
点
を
確
認
す
る
と
（「
栄
啓
期

拾
穂
処
」
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
で
詳
し
く
確
認
す
る
）、
こ
ち
ら
の

順
番
も
、お
お
よ
そ
、山
東
省
か
ら
江
蘇
省
徐
州
に
行
き
、安
徽
省
に
入
っ

て
、
湖
北
省
を
西
へ
進
ん
で
い
く
と
い
う
経
路
が
確
認
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
る
と
、
実
は
、
帰
路
の
各
詩
の
順
番
は
ま
っ
た
く
の

無
秩
序
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
分
か
る
。「
東
路
十
七
首
」
以
下
「
黄
州

竹
楼
」
ま
で
の
十
七
首
の
部
分
と
、「
栄
啓
期
拾
穂
処
」
か
ら
最
後
の
「
舟

発
」
ま
で
と
の
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
、
帰
路
の
詩
は
構
成
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
帰
路
の
道
程
順
に
各
詩
が
書

か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
る

の
か
。
阮
攸
が
こ
の
よ
う
な
順
番
で
書
い
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
後

世
の
手
写
本
の
編
者
の
手
が
入
っ
て
い
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
今
現
在
の
と
こ
ろ
、
合
理
的
に
説
明
し
う
る
答
え
は
見

出
せ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
レ
ー
・
ト
ゥ
オ
ッ

ク
／
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
本
、
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
本
、
マ
イ
・
ク
ォ
ッ

ク
・
リ
エ
ン
本
の
い
ず
れ
も
、A

.1494

本
で
は
「
東
路
十
七
首
」
と
な
っ

て
い
る
題
名
か
ら
「
十
七
首
」
の
文
字
を
削
除
し
、「
東
路
」
と
い
う
題

名
に
し
、
さ
ら
に
、
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
本
、
マ
イ
・
ク
ォ
ッ
ク
・
リ

エ
ン
本
で
は
、
各
詩
の
配
列
も
帰
路
に
合
わ
せ
て
大
き
く
変
更
し
て
あ
る

が
、（
た
と
え
そ
れ
が
仮
に
正
し
か
っ
た
と
し
て
も
）
は
た
し
て
そ
の
よ
う
な

再
配
列
が
妥
当
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、A

.1494

本
の
配
列
の
ま
ま
「
東

路
十
七
首
」
以
下
十
七
首
と
、
そ
れ
以
降
の
二
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
て
お

い
た
方
が
い
い
の
か
に
つ
い
て
も
、
議
論
の
余
地
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

四
　
そ
の
他
の
執
筆
地
点
の
再
検
討

第
三
節
ま
で
で
見
直
し
て
き
た
六
題
八
首
の
漢
詩
の
他
に
も
、
レ
ー
・

ト
ゥ
オ
ッ
ク
／
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
本
、
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
本
、
マ
イ
・

ク
ォ
ッ
ク
・
リ
エ
ン
本
の
中
に
は
、
執
筆
地
点
の
推
定
が
不
正
確
と
思
わ

れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
二
首
を
以
下
に
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再
検
討
し
た
い
。

「
栄
啓
期
拾
穂
処
」
の
所
在
地

詩
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

榮
啓
期
拾
穗
處

【
原
文
】  

          【
書
き
下
し
文
】

三
樂
人
皆
有 

 

三
楽

　
人
は
皆
有
り

如
何
子
獨
知 

 
如
何
に
し
て
子
独
り
知
る

生
貧
猶
不
恤 

 
生
貧

　
な
お
恤う

れ

え
ず

老
死
復
何
悲 

 

老
死

　
復
た
何
ぞ
悲
し
む

曠
野
東
山
下 

 

曠
野

　
東
山
の
下

行
歌
拾
穗
時 

 

行
き
て
歌
う
、
穂
を
拾
う
時

賢
名
留
此
地 

 

賢
名

　
此
の
地
に
留
ま
り

千
古
起
人
思 

 

千
古

　
人
の
思
い
を
起
こ
す

【
現
代
語
訳
】

栄
啓
期
の
言
う
三
つ
の
楽
し
み
（
人
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
、
男
に
生
ま

れ
た
こ
と
、
長
生
き
を
す
る
こ
と
）
を
、
人
は
皆
持
っ
て
い
る
も
の
だ
。

そ
れ
な
の
に
、
ど
う
し
て
栄
啓
期
ひ
と
り
だ
け
が
そ
れ
を
分
か
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
か
ら
貧
し
か
っ
た
と
し
て
も
心
配
な

ど
し
な
い
し
、
老
い
て
死
ぬ
こ
と
も
ま
た
ど
う
し
て
悲
し
む
こ
と
な
ど
あ

ろ
う
も
の
か
。
孔
子
が
栄
啓
期
と
出
会
っ
た
か
つ
て
の
東
山
〔
太
山
？
〕

の
下
に
広
が
る
荒
野
を
、
栄
啓
期
〔
あ
る
い
は
林
類
〕
は
落
ち
穂
を
拾
い

な
が
ら
、
歌
を
歌
い
歩
み
進
ん
で
行
っ
た
。
か
の
賢
い
人
物
の
名
声
は
、

こ
の
地
方
に
は
い
ま
も
残
っ
て
い
る
。
千
年
が
経
っ
て
も
、
人
に
栄
啓
期

の
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、第
三
節
の
最
後
の
ほ
う
で
少
し
だ
け
触
れ
た
「
栄
啓
期
拾
穂
処
」

に
つ
い
て
だ
が
、こ
の
詩
の
中
に
は
「
東
山
」
と
い
う
地
名
が
出
て
お
り
、

レ
ー
・
ト
ゥ
オ
ッ
ク
／
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
本
の
註
で
は
「
東
山
：
使
部
の

帰
路
上
に
あ
る
、
浙
江
省
に
属
す
る
山
の
名
」26
と
記
さ
れ
、
そ
の
註
を

そ
の
ま
ま
マ
イ
・
ク
ォ
ッ
ク
・
リ
エ
ン
本
も
踏
襲
し
て
い
る

27
。『
明
一

統
志
』
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
、
浙
江
省
の
厳
州
府
淳
安
県
（
巻
四
十
一
）

あ
る
い
は
紹
興
府
上
虞
県
（
巻
四
十
五
）
に
「
東
山
」
の
存
在
が
確
認
で

き
る
。
し
か
し
、
栄
啓
期
は
、『
列
子
』「
天
瑞
」
で
孔
子
と
の
対
話
で
登

場
す
る
人
物
で
あ
り
、
孔
子
が
魯
（
山
東
省
）
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
二
人
の
出
会
い
が
浙
江
省
で
起
こ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

次
に
、
詩
の
題
名
に
も
な
っ
て
い
る
栄
啓
期
が
穂
を
拾
っ
て
い
た
場
所

は
ど
こ
な
の
か
確
認
し
て
み
た
い
。
が
、
ま
ず
、
栄
啓
期
が
穂
を
拾
っ
て

い
た
と
い
う
表
現
は
、『
列
子
』「
天
瑞
」
の
栄
啓
期
の
話
に
は
見
え
な
い
。

し
か
し
実
は
、
栄
啓
期
の
次
に
来
る
、
同
じ
く
隠
者
で
あ
る
林
類
の
話
の

冒
頭
に
は「
林
類
年
且
百
歲
、底
春
被
裘
、拾
遺
穗

0

0

0

於
故
畦
、並
歌
並
進
」（
傍

点
引
用
者
）

28
と
あ
る
。
阮
攸
は
詩
の
中
で
栄
啓
期
の
三
楽
に
言
及
し
て

い
る
の
で
、
栄
啓
期
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
詩
を
作
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、

詩
の
題
名
の
「
栄
啓
期
拾
穂
処
」
と
詩
の
一
節
の
「
曠
野
東
山
下
／
行
歌

拾
穗
時
」
と
い
う
表
現
は
、
林
類
の
拾
穂
と
混
同
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

た
だ
し
、「
東
山
」
と
い
う
山
の
名
が
阮
攸
の
詩
に
は
具
体
的
に
出
て

き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
ど
こ
な
の
か
を
検
証
し
て
み
た
い
の
だ
が
、「
東

山
」
と
い
う
山
の
名
は
『
列
子
』
の
栄
啓
期
の
話
に
は
現
れ
て
い
な
い
。

そ
の
冒
頭
に
は
、「
孔
子
遊
於
太
山
、
見
榮
啓
期
行
乎
郕
之
野
」29
と
い
う
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見
人
不
仰
視 

 

人
見み

ゆ
れ
ど
仰
ぎ
視
ず

淚
流
襟
浪
浪 

 

涙
流
れ
て
襟
に
浪ろ

う
ろ
う浪

た
り

群
兒
且
喜
笑 

 

群
兒
且し

ば
らく

喜
び
笑
い

不
知
母
心
傷 

 

母
心
の
傷
つ
く
を
知
ら
ず

母
心
傷
如
何 

 

母
心
、
傷
つ
く
こ
と
如い

か

ん
何

歳
饑
流
異
郷 

 

歳
饑う

え
て
、
異
郷
に
流
る

異
郷
稍
豐
熟 

 

異
郷
、
稍や

や

豊
熟
と
し
て

米
價
不
甚
昂 

 

米
価
、
甚
だ
し
く
は
昂た

か

か
ら
ず

不
惜
棄
郷
土 

 
郷
土
を
棄
つ
る
を
惜
し
ま
ず

苟
圖
救
生
方 

 
苟い

や
し
くも

救
生
の
方
を
図
る

一
人
竭
傭
力 

 

一
人
傭
力
を
竭つ

く

せ
ど

不
充
四
口
糧 

 

四
口
の
糧
に
充
た
ず

沿
街
日
乞
食 

 

街
に
沿
い
て
、
日ひ

び々

乞
食
せ
ど

此
計
安
可
長 

 

此
の
計
、
安い

ず

く
ん
ぞ
長
く
す
可べ

け
ん
や

眼
下
委
溝
壑 

 

眼
下
、
溝こ

う
が
く壑

に
委お

ち
て

血
肉
飼
豺
狼 

 

血
肉
は
豺さ

い
ろ
う狼

を
飼か

う

母
死
不
足
恤 

 

母
死
し
て
恤あ

わ
れ

む
に
足
ら
ざ
る
も

撫
兒
增
斷
腸 

 

兒
を
撫
で
れ
ば
増ま

す
ま
す々

断
腸
す

奇
痛
在
心
頭 
 

奇
痛
、
心
頭
に
在
り

天
日
皆
為
黃 

 

天
日
、
皆
、
黄
為た

り

陰
風
飄
然
至 

 

陰
風
、
飄
然
と
至
り

行
人
亦
悽
惶 

 

行
人
亦
た
悽せ

い

惶こ
う

な
り

昨
宵
西
河
驛 

 

昨
宵
、
西
河
駅
に
て

供
具
何
張
皇 

 

供
具
、
何
ぞ
張

ち
ょ
う

皇こ
う

な
る
や

鹿
筋
雜
魚
翅 

 

鹿
筋
の
魚
翅
に
雑
じ
り

滿
卓
陳
豬
羊 

 

満
卓
に
豬
羊
陳な

ら

ぶ

長
官
不
下
箸 

 

長
官
は
箸
を
下つ

け
ず

小
們
只
畧
嘗 

 

小
們
は
た
だ
略い

さ
さ

か
嘗な

む

撥
棄
無
顧
惜 

 

撥
棄
す
れ
ど
も
顧
み
惜
し
む
こ
と
無
し

鄰
狗
厭
膏
粱 

 

鄰
狗
、
膏こ

う

粱り
ょ
うに

厭あ

く

不
知
官
道
上 

 

知
ら
ず
や
、
官
道
上
に

有
此
窮
兒
娘 

 

此
の
窮
せ
る
兒
娘
有
る
を

誰
人
寫
此
圖 

 

誰
人
か
此
の
図
を
写
し
て

持
以
奉
君
王 

 

持
ち
て
以
っ
て
君
王
に
奉
ぜ
ん

【
現
代
語
訳
】

子
供
三
人
を
抱
え
た
女
性
が
、
一
緒
に
な
っ
て
道
ば
た
に
坐
っ
て
い
た
。

小
さ
な
子
は
母
親
の
胸
に
抱
え
ら
れ
、
大
き
な
子
は
竹
か
ご
を
持
っ
て
い

た
。
か
ご
の
中
に
は
何
が
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
の
ぞ
い
て
見
る
と
、

藜あ
か
ざ〔

食
べ
ら
れ
る
野
草
〕
や
藿
〔
豆
類
の
葉
。
粗
末
な
食
べ
物
の
意
〕
に

秕
糠
〔
し
い
な
と
ぬ
か
。
粗
悪
な
も
の
の
意
〕
が
混
じ
っ
て
入
っ
て
い
た
。

親
子
は
昼
が
過
ぎ
て
も
ま
と
も
な
食
べ
物
に
は
あ
り
つ
け
な
い
で
い
る
。

衣
服
は
な
ん
と
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
だ
。
人
に
会
っ
て
も
、
顔
を
上
げ
て
見
る
こ

と
も
な
く
、
涙
が
襟
に
浪
々
〔
涙
が
盛
ん
に
流
れ
る
様
〕
と
流
れ
落
ち
る

ば
か
り
だ
。子
供
た
ち
は
し
ば
し
楽
し
く
笑
い
、母
親
の
心
の
傷
を
分
か
っ

て
は
い
な
い
。
母
親
の
心
は
ど
れ
ほ
ど
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
彼

ら
は
飢
饉
の
年
に
は
他
の
村
に
行
く
。
他
の
村
で
は
や
や
豊
作
で
、
米
の

値
段
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
か
ら
だ
。
彼
ら
は
故
郷
を
捨
て
て
い
く
こ
と

な
ど
惜
し
ん
だ
り
は
し
な
い
。
と
り
あ
え
ず
生
き
の
び
る
方
法
を
考
え
る

の
だ
。
し
か
し
、
人
に
雇
わ
れ
て
精
一
杯
働
い
た
と
し
て
も
、
四
人
の
口

に
十
分
な
糧
に
は
満
た
な
い
。
道
ば
た
で
日
々
食
べ
物
を
乞
い
歩
い
た
と

し
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
が
ど
れ
だ
け
長
く
続
く
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
ま
も
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な
く
死
ん
で
、
そ
の
屍
体
は
溝
に
捨
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
屍
体
の
血
と
肉

は
、
山
犬
と
狼
の
餌
に
な
る
だ
ろ
う
。
母
親
は
自
分
が
死
ぬ
だ
け
な
ら
ば

ど
う
で
も
い
い
だ
ろ
う
が
、
わ
が
子
を
撫
で
れ
ば
辛
い
思
い
に
か
ら
れ
、

ま
す
ま
す
断
腸
の
痛
み
は
増
し
て
い
く
。
奇
妙
な
痛
み
で
胸
が
締
め
付
け

ら
れ
て
し
ま
う
。
太
陽
は
等
し
く
す
べ
て
を
黄
色
く
照
ら
し
て
い
る
と
い

う
の
に
。
冷
た
い
風
が
突
然
吹
い
て
き
て
、
道
行
く
旅
人
の
私
も
ま
た
悲

し
み
に
沈
む
。
昨
晩
に
は
西
河
駅
に
い
た
が
、
用
意
さ
れ
た
宴
会
は
な
ん

と
盛
大
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
鹿
の
筋
肉
に
フ
カ
ヒ
レ
、
豚
や
羊
の
肉
が

卓
を
満
た
し
て
い
た
。
偉
い
役
人
は
箸
を
つ
け
る
こ
と
さ
え
な
く
、
下
っ

端
の
役
人
た
ち
は
た
だ
ぞ
ん
ざ
い
に
味
見
を
す
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
贅

沢
な
食
事
を
払
い
捨
て
て
し
ま
い
、
振
り
返
っ
て
惜
し
む
こ
と
さ
え
な

か
っ
た
。
そ
ば
に
い
る
犬
さ
え
も
、
そ
の
ご
馳
走
に
も
う
飽
き
飽
き
し
て

い
た
。
知
ら
な
い
と
い
う
の
か
、
政
府
が
管
轄
す
る
路
上
に
、
こ
れ
ほ
ど

困
窮
し
た
子
供
と
母
親
が
い
る
こ
と
を
。誰
か
こ
の
様
子
を
写
し
描
い
て
、

持
っ
て
行
っ
て
君
主
に
捧
げ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

こ
の
西
河
駅
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
レ
ー
・
ト
ゥ
オ
ッ
ク
／
チ
ュ
オ
ン
・

チ
ン
本
の
註
で
は
、「
西
河
：
黄
沙
の
東
方
、
今
日
の
山
西
省
汾
陽
県
」33
と

記
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
・
ク
ォ
ッ
ク
・
リ
エ
ン
本
の
註
で
も
、
お
そ
ら
く

こ
れ
を
踏
襲
し
て
、「
西
河
：
山
西
省
に
属
す
る
地
域
」34
と
記
し
て
い
る
。

し
か
し
、 「
西
河
駅
」
と
「
所
見
行
」
の
前
後
の
詩
を
見
る
と
（
表
①
の

101

番
〜

109
番
）、
前
に
は
安
徽
省
で
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
詩
が
置
か
れ
、

後
に
は
湖
北
省
で
の
詩
が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
の
各
詩
の
配
置
が
阮
攸
の

北
使
行
程
に
対
応
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
西
河
駅
の
所
在
地
を
遥
か

遠
く
の
山
西
省
と
す
る
の
は
合
理
的
と
は
言
え
な
い
。
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア

イ
ン
本
の
註
で
は
、「
西
河
：
駅
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

お
そ
ら
く
、
安
徽
か
ら
湖
北
へ
行
く
途
上
に
あ
る
の
だ
ろ
う
」35
と
述
べ

て
い
る
が
、
中
国
の
地
理
書
を
調
べ
て
み
る
と
、
確
か
に
、『
湖
広
通
志
』

巻
十
五
の
湖
北
省
蘄
州
の
記
述
に
は
「
西
河
驛
在
州
北
六
十
里
」
と
い
う

表
記
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
の
推
測
が

妥
当
で
、
西
河
駅
は
湖
北
省
蘄
州
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

以
上
、
西
暦
一
八
一
三
年
か
ら
一
八
一
四
年
に
か
け
て
の
阮
攸
の
北
使

行
程
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
き
た
。
最
初
に
問
題
に
し
た
の
は
、
北
使
の

行
程
か
ら
明
ら
か
に
大
き
く
外
れ
て
い
る
臨
安
に
阮
攸
が
立
ち
寄
っ
た

か
否
か
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
こ
れ
ま
で
「
岳
武
穆
塋
」、「
秦
檜
像
」、

「
王
氏
像
」
の
三
題
五
首
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
岳
飛
の
墓
が
杭
州

の
西
湖
近
く
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
臨
安
に
立
ち
寄
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、『
北
行
雑
録
』
手
写
本
のA

.1494

本
に
お
け
る
各
詩
の
配

列
順
が
北
使
の
行
程
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
な
ら
、
前
後
の

詩
の
執
筆
場
所
と
の
関
係
か
ら
推
定
し
て
、「
岳
武
穆
塋
」
は
、
往
路
の

道
中
、
岳
飛
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
河
南
省
湯
陰
県
の
岳
飛
廟
で
書
か

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
本
稿
で
は
推
測
し
た
。「
秦
檜
像
」、「
王
氏
像
」

は
阮
攸
が
実
際
そ
の
場
に
行
か
な
け
れ
ば
書
け
な
い
と
思
わ
れ
る
内
容

だ
が
、
河
南
省
湯
陰
県
の
岳
飛
廟
に
は
秦
檜
像
、
王
氏
像
も
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、詩
「
岳
武
穆
塋
」
の
第
七
句
に
あ
る
「
悵

望
」
と
い
う
表
現
は
、
臨
安
の
岳
飛
墓
に
立
っ
て
は
言
い
得
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
た
。
阮
攸
が
臨
安
に
立
ち
寄
っ
て
は
い

な
い
の
だ
と
す
る
本
稿
の
仮
説
が
も
し
正
し
い
と
す
る
な
ら
、
臨
安
に
立
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ち
寄
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
ベ
ト
ナ
ム
人
研
究
者
た
ち
に

よ
る
そ
の
他
の
詩
の
執
筆
場
所
の
推
定
も
修
正
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。

そ
こ
で
、
該
当
す
る
詩
「
周
郎
墓
」、「
梁
照
明
太
子
分
経
石
台
」、「
五
祖

山
道
中
」
に
つ
い
て
、
臨
安
へ
と
ル
ー
ト
を
外
れ
ず
と
も
、
安
徽
省
、
湖

北
省
を
通
る
途
上
に
、
そ
れ
ら
の
場
所
が
あ
る
こ
と
を
、
地
理
書
お
よ
び

手
写
本
の
再
検
討
か
ら
確
認
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
こ
れ
ま
で
の
推
測

で
誤
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
栄
啓
期
拾
穂
処
」
と
「
西
河
駅
」
の
執
筆

場
所
も
、
北
使
行
程
に
沿
っ
た
地
点
を
新
た
に
指
摘
し
た
。

た
だ
、
本
稿
で
提
示
し
た
仮
説
に
は
筆
者
自
身
が
自
覚
し
て
い
る
問
題

点
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
最
後
に
提
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、「
岳
武

穆
塋
」
に
関
し
て
、
第
二
節
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
河
南
省
湯
陰
県

に
あ
る
の
は
あ
く
ま
で
岳
飛
の
「
廟
」
で
あ
っ
て
、「
墓
」、「
塋
」
で
は

な
い
。
阮
攸
以
外
の
ベ
ト
ナ
ム
人
使
者
の
燕
行
文
献
の
中
に
も
、
湯
陰
県

の
岳
飛
廟
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
記
述
は
あ
る
が
、
そ
こ
を
「
墓
」
あ
る

い
は
「
塋
」
と
書
い
て
い
る
も
の
は
、
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
で
は
残
念

な
が
ら
見
当
た
ら
ず
、
い
ず
れ
も
「
廟
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
、
他
の
燕
行
文
献
で
誰
か
が
臨
安
の
岳
飛
墓
に
立
ち
寄
っ
た
と

い
う
記
録
も
ま
た
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
筆
者
に
は
確
認
で
き
て
は
い
な

い
。も

う
一
つ
本
稿
で
の
問
題
点
は
、
依
拠
し
て
い
るA

.1494

本
の
書
写

の
時
期
が
か
な
り
新
し
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
だ

36
。
原
テ
ク
ス
ト

か
ら
何
ら
か
の
編
集
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
否
め
な
い
。
た
と

え
ば
、A.1494

本
と
重
複
す
る
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る『
黎
亡
後
雑
詩
』（
編

号V
H

v1984

）
中
の
「
使
程
諸
作
」
の
各
詩
の
配
列
は
、A

.1494

本
と
は

大
き
く
異
な
っ
て
も
い
る
。
本
稿
で
の
仮
説
は
、A

.1494

本
に
お
け
る

各
詩
の
配
列
が
お
お
よ
そ
北
使
の
行
程
と
対
応
し
て
い
る
と
い
う
前
提

に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
が
、
編
集
の
手
が
加
わ
っ
て
各
詩
の
順
序
の
入
れ

替
え
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
の
前
提
が
崩
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
各
詩
の
配
列
を
変
更
し
た
な
ら
ば
、
な
ぜ
、

A
.1494

本
の
編
者
は
そ
の
よ
う
な
各
詩
の
配
置
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
今
度
は
生
じ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、『
北
行
雑
録
』
と
い
う
題
名
で
現
存

し
て
い
るA

.1494

本
に
頼
る
他
は
な
い
。
新
た
な
資
料
が
発
見
さ
れ
る

ま
で
は
、
経
路
解
明
の
手
が
か
り
と
な
る
も
の
を
各
詩
の
題
名
と
内
容
か

ら
今
一
度
精
査
し
、
ま
た
、
他
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
燕
行
文
献
の
内
容
と
も

対
照
さ
せ
な
が
ら
、
本
研
究
は
継
続
し
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
は
、
阮
攸
の
遺
し
た
漢
詩
の
内
容
考
察
に
は
踏
み
込
ま
ず
、
北

使
の
経
路
の
再
考
だ
け
を
進
め
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、最
も
重
要
な
の
は
、

阮
攸
の
詩
作
内
容
の
考
察
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
式
的
問
題
は
些
末

な
問
題
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
九
六
四
年
の
レ

ポ
ー
ト
で
グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ホ
ア
ン
が
阮
攸
の
北
使
の
経
路
に
つ
い
て

は
さ
ら
な
る
研
究
の
余
地
あ
り
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
で
は

誰
も
こ
の
経
路
に
つ
い
て
検
証
、
再
考
察
し
て
は
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ

と
で
、
た
と
え
ば
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
発
表
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
フ
ァ
ム
・
チ
ョ
ン
・
チ
ャ
イ
ン
の
見
解
の

よ
う
に
、
阮
攸
が
隠
遁
生
活
を
し
て
い
た
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
の
頃
に
国

境
を
越
え
て
中
国
に
渡
り
、
一
七
八
七
年
か
ら
一
七
九
〇
年
の
間
に
は
長

安
に
赴
き
そ
こ
で
「
梁
照
明
太
子
分
経
石
台
」
を
書
き
、
そ
れ
か
ら
臨
安

に
行
っ
て
「
岳
武
穆
塋
」
を
書
い
た
の
だ
、
と
い
う
あ
ま
り
に
も
想
像
力

が
豊
か
す
ぎ
る
説
も
現
れ
る
に
到
っ
て
い
る

37
。
そ
の
よ
う
な
想
像
を
膨

ら
ま
せ
る
前
に
、
ま
ず
は
ベ
ト
ナ
ム
に
現
存
す
る
資
料
と
中
国
の
地
理
書

に
基
づ
き
な
が
ら
北
使
の
経
路
の
推
測
を
進
め
て
い
く
ほ
う
が
肝
要
で
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あ
る
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ホ

ア
ン
ら
の
代
表
団
が
中
国
で
収
集
し
て
き
た
も
の
の
散
逸
し
て
し
ま
っ

た
文
書
集
の
再
発
見
あ
る
い
は
再
収
集
、
そ
し
て
安
徽
省
巡
撫
の
奏
上
文

の
存
在
の
確
認

38
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

附
記本

稿
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
八
日
に
ベ
ト
ナ
ム
、
ハ
ノ
イ
の
ベ
ト
ナ
ム

社
会
科
学
翰
林
院
に
て
行
わ
れ
た
「
大
詩
豪
阮
攸
生
誕
二
五
〇
周
年
記
念

国
際
会
議
」
に
お
い
て
ベ
ト
ナ
ム
語
で
口
頭
発
表
し
た“M

ột giả thuyết 
khác về cuộc hành trình đi sứ của N

guyễn D
u vào năm

 1813-1814 ”

を
元
に
、
そ
れ
以
降
に
分
か
っ
た
新
情
報
と
漢
詩
の
試
訳
を
加
え
て
日
本

語
で
新
た
に
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
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」（p. 15

）
と
も
記
し
て
い
る
。
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17
　 M

ai Q
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18
　 

ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
は
次
の
よ
う
に
阮
攸
の
北
使
の
経
路
を
推
測
し
て
い
る
。

「（
…
）
私
た
ち
は
、〔
北
使
の
経
路
の
〕
空
間
と
時
間
に
合
う
よ
う
に
、〔『
北
行
雑
録
』

の
〕
幾
つ
か
の
詩
の
配
置
を
、
変
更
し
た
。
／
『
北
行
雑
録
』
に
従
っ
て
、
私
た
ち
は
、

以
下
の
よ
う
に
使
部
の
行
き
と
帰
り
の
道
の
略
図
の
提
示
を
し
て
み
た
い
。
／
阮
攸
は

フ
エ
か
ら
出
発
し
て
、
昇
龍
を
通
過
し
、
南
関
か
ら
中
国
に
渡
り
、
明
江
と
左
江
に
沿
っ

て
梧
州
に
到
り
、
桂
江
を
遡
っ
て
桂
林
に
到
り
、
興
安
運
河
〔
満
江
？
〕
を
通
っ
て
湘

江
に
渡
り
、
湘
江
を
下
っ
て
湖
南
省
を
ず
っ
と
行
き
、
湘
潭
と
湘
陰
を
通
っ
て
、
同
庭

湖
に
入
り
、
そ
し
て
、
湖
北
省
武
漢
に
到
着
。
そ
こ
か
ら
使
部
は
お
そ
ら
く
陸
路
で
、

武
勝
関
を
通
っ
て
河
南
に
入
り
、
信
陽
、
偃
城
、
許
昌
を
通
っ
て
開
封
に
到
り
、
黄
河

を
越
え
て
、
漳
河
上
の
朝
歌 

、
鄴
城
を
過
ぎ
、
か
つ
て
趙
の
都
だ
っ
た
邯
鄲
を
過
ぎ
、

易
水
を
過
ぎ
て
、
か
つ
て
の
燕
国
の
地
域
に
入
っ
て
、
北
京
に
到
る
。
帰
り
の
際
の
阮

攸
の
陸
路
は
、
行
き
の
道
の
黄
河
の
南
と
北
の
辺
り
で
、
飢
餓
と
混
乱
が
あ
り
、
使
部

は
東
側
に
道
に
変
更
し
て
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
お
お
よ
そ
、 

津
浦
線
の
最

初
〔
北
方
？
〕
の
方
に
相
当
す
る
道
に
沿
っ
て
、
泰
山
の
西
側
を
通
り
、
孔
子
の
故
郷

で
あ
る
曲
阜
と
、
孟
子
の
故
郷
で
あ
る
鄒
県
を
経
て
、
江
蘇
省
に
入
り
、
徐
州
と
南
京

に
到
る
。
お
そ
ら
く
、
当
時
、
淮
河
流
域
は
、
飢
餓
で
（「
祖
兵
行
」
を
見
よ
）、
そ
の

た
め
、
使
部
は
南
京
か
ら
安
徽
に
は
真
っ
直
ぐ
行
け
ず
、
南
京
か
ら
迂
回
し
て
浙
江
に

く
だ
り
、
祖
山
を
通
っ
て
、
杭
州
に
到
着
し
、
そ
し
て
、
杭
州
か
ら
陸
路
で
安
徽
に
向

か
い
、
涇
県
の
桃
花
潭
を
過
ぎ
、
湘
江
の
北
側
へ
と
越
え
、
潜
山
を
過
ぎ
、
境
界
に
黄

梅
山
の
あ
る
湖
北
省
に
入
り
、
そ
し
て
、
武
漢
に
到
る
。
そ
こ
か
ら
使
部
は
、
元
の
水

路
に
沿
っ
て
、
河
〔
湖
か
？
〕
南
省
と
広
西
省
を
通
っ
て
、
南
関
に
帰
り
着
く
。『
北
行

雑
録
』
各
詩
の
配
置
は
、
お
お
よ
そ
、
こ
の
よ
う
に
図
示
さ
れ
た
往
復
の
行
程
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
、〔
こ
の
本
で
は
〕
配
置
し
直
さ
れ
る
。」（Đ

ào D
uy A

nh (ed.), op.cit., p. 

32.

）
19

　 op.cit., p. 435.

20
　 

註
18
を
参
照
。

21
　 

野
平
宗
弘「
心
の
叡
智（
Ⅱ
）　
フ
ァ
ム
・
コ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
に
と
っ
て
の
阮
攸
」、『
総

合
文
化
研
究
』
一
九
号
、
東
京
外
国
語
大
学
総
合
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
、
三
一

─
三
三
頁
。

22
　 Đ

ào D
uy A

nh (ed.), op.cit., p. 437.

23
　 

前
掲
『
越
南
漢
文
燕
行
文
献
集
成
』
第
十
冊
、 

六
八
頁
。

24
　 Lê Thước, Trương C

hính (ed.), op.cit., p. 361.

25
　 M

ai Q
uốc Liên (ed.), op.cit., p. 543.

　「
杭
州
」
と
訳
し
た
と
こ
ろ
は
原
文
で
は

H
oàng C

hâu

と
な
っ
て
い
る
が
、H

àng C
hâu

の
誤
り
か
。
前
述
の
マ
イ
・
ク
ォ
ッ
ク
・

リ
エ
ン
／
ヴ
ー
・
ト
ゥ
ア
ン
・
サ
ン
訳
註
の
『
阮
攸
全
集
』
第
二
巻
で
は
、
題
名
は
「
祖

山
道
中
」
の
ま
ま
だ
が
、「
祖
」
の
字
に
註
が
附
さ
れ
、
手
写
本
で
は
「
五
祖
」
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（M

ai Q
uốc Liên, V

ũ Tuân San (ed.), op.cit., p. 673.

）。

26
　 Lê Thước, Trương C

hính (ed.), op.cit., p. 367.

27
　 M

ai Q
uốc Liên (ed.), op.cit., p. 543.



26

28
　 

小
林
信
明
『
新
釈
漢
文
大
系
二
二

　
列
子
』
明
治
書
院
、
一
九
六
七
年
、
三
八
頁
。

29
　 

前
掲
書
、
三
六
頁
。

30
　 
前
掲
書
、三
七
頁
。「
太
山
」
の
語
釈
に
、「
泰
山
。
魯
の
国
に
あ
る
名
山
」
と
あ
る
。

31
　 
内
野
熊
一
郎
、『
新
釈
漢
文
大
系
四

　
孟
子
』
明
治
書
院
、一
九
六
二
年
、四
六
一
頁
。

32
　 

前
掲
書
、
四
六
二
頁
の
「
東
山
」
の
語
釈
に
は
、「
単
に
魯
の
東
の
方
に
あ
る
高

山
と
い
う
意
味
か
、
そ
れ
と
も
東
山
と
い
う
名
の
山
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
閻
若

璩
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。『
或
は
曰
ふ
、
費
県
西
北
の
蒙
山
は
、
正
に
魯
境
の
東

に
居
る
。
一
名
東
山
。
孟
子
が
、
孔
子
東
山
に
登
り
て
魯
を
小
と
す
と
云
へ
る
は
、
此

を
指
す
と
。
疑
ふ
ら
く
は
是
に
近
し
。』
と
。」
と
あ
る
。

33
　 Lê Thước, Trương C

hính (ed.), op.cit., p. 381.

34
　 M

ai Q
uốc Liên (ed.), op.cit., p. 564.

35
　 Đ

ào D
uy A

nh (ed.), op.cit., p. 440.

36
　 

本
学
教
授
、
村
尾
誠
一
先
生
の
ご
指
摘
に
よ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
。

37
　 Phạm

 Trọng C
hánh

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://chim

vie3.free.fr/tacgia/pham
-

trongchanh.htm
 

に
掲
載
の
、Phạm

 Trọng C
hánh, “N

guyễn D
u: Từ Thái N

guyên 

sang V
ân N

am
 cuối năm

 1787”, http://chim
viet.free.fr/vanhoc/pham

trongchanh/

Pham
TrongC

hanh_N
D

_01SangVanN
am

.htm
. 

お
よ
び“N

guyễn D
u : N

hà sư C
hí 

H
iên “G

iang B
ắc G

iang N
am

 cái túi không” ( 1788- 1790 )”, http://chim
viet.free.fr/

vanhoc/pham
trongchanh/Pham

TrongC
hanh_N

D
_03N

haSuC
hiH

ien.htm

を
参
照（
最

終
閲
覧
日
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
六
日
）。

38
　 

安
徽
省
巡
撫
の
奏
上
文
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
阮
攸
が
臨
安
に
立
ち
寄
っ
た
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
し
て
グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ホ
ア
ン
が
言
及
し
て
い
る
も
の
で
、
阮
攸

が
臨
安
に
寄
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
も
し
か
す
る
と
そ
の
よ
う
な
奏
上
文
は
最
初

か
ら
存
在
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
も
筆
者
は
考
え
て
い
る
。




